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【概要】 
国立大学法人東北大学材料科学高等研究所（WPI-AIMR）（所在地：宮城県仙

台市、所長：折茂慎一、以下「東北大学」）の藪 浩研究室と、東北大学発ベン

チャーである、AZUL Energy 株式会社（所在地：宮城県仙台市、代表取締役社

長：伊藤 晃寿、以下、「AZUL Energy」）の合同チームは、二酸化炭素排出削減

技術を競う懸賞型研究開発事業「TOKYO PRIZE Carbon Reduction」に応募し、

50 を超える応募チームの中から入賞に選ばれました。藪研究室と AZUL Energy
が開発した青色顔料を用いた AZUL 触媒と、本触媒を用いた CO2 の有効活用技

術が評価されての入賞です。

最終発表会後に記念撮影。左が藪教授。

東北大学 藪研究室らの合同チームが 
CO2 削減技術を競う懸賞型研究開発事業に入賞 

─ 研究成果を社会の課題解決につなげ、脱炭素への貢献を目指す ─ 



 

 

【詳細な説明】 
「TOKYO PRIZE Carbon Reduction」は、東京都が運営するスタートアップ

支援展開事業「TOKYO SUTEAM」の一環として開催された、二酸化炭素削減

技術を競う国内最大規模の懸賞型研究開発事業です。 
東北大学の藪研究室と AZUL Energy による合同チームは、CO2の有効活用技

術で応募し、3 月 12 日に東京六本木で行われた最終発表会にて入賞に選ばれま

した。藪研究室と AZUL Energy が開発した AZUL 触媒と本触媒を用いた CO2の

有効活用技術が評価されての入賞です。 
 

AZUL 触媒について 
東北大学藪研究室では、青色の顔料である金属アザフタロシアニンを炭素に

分子状に担持した AZaphthalocyanine Unimolecular Layer (AZUL)触媒を開発し

（参考文献 1）、様々な電気化学反応の触媒として応用する研究開発を行ってき

ました。これまで燃料電池や金属空気電池の正極触媒として応用を行い、通常

1.5 V 程度の電圧である亜鉛空気電池の出力を、触媒とセル設計の組み合わせに

より 2.0 V 以上に上げたり（参考文献 2）、紙に触媒を塗布することで、水を吸

って高効率に発電する金属空気紙電池の開発と、そのウェアラブルデバイスへ

の応用などを行ったりしてきました（参考文献 3）。さらに近年では、水電解触

媒（参考文献 4）やキャパシタの容量向上（参考文献 5）など、多様なエネル

ギーデバイスの性能向上に AZUL 触媒が応用できることを報告してきました。 
今回、特定の中心金属を持つ本触媒が CO2 を還元する性能に着目した提案を

行ったところ、CO2を回収し、有効利用する技術（CCU、Carbon Capture and 
Utilization）のキー材料として評価されました。 

 
今後の展開 

CO2 削減のためには CO2 を回収するだけでなく、有益な炭化水素化合物等に

変換するなどにより、有効活用することが必要不可欠です。これまで CO2 を炭

化水素化合物に変換するためには、多くのレアメタルが触媒として使用されて

おり、その資源制約や価格が普及の足枷となっていました。 
AZUL 触媒は青色顔料と炭素を組み合わせた安価でサステイナブルな触媒で

あり、CCU において従来の触媒に代わる重要な役割を果たすと期待されます。 
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【問い合わせ先】 
（研究に関すること） 
東北大学材料科学高等研究所 (WPI-AIMR) 
教授 藪 浩（やぶ ひろし） 
TEL: 022-217-5996 
Email: hiroshi.yabu.d5@tohoku.ac.jp 
 
（報道に関すること） 
東北大学材料科学高等研究所 (WPI-AIMR) 
広報戦略室 
TEL: 022-217-6146 
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